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正
念
誦
の
観
法
の
基
盤
思
想
に
つ
い
て

松

本

亮

太

０
．は
じ
め
に

　

正
念
誦
は
『
四
度
次
第
』
に
説
か
れ
て
い
る
作
法
で
、「
入
我
我
入
」「
加
持
念
珠
並
に
念
誦
法
」「
字
輪
観
」
と
連
な
る
一
連
の

作
法
の
中
、「
加
持
念
珠
並
に
念
誦
法
」
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
作
法
に
つ
い
て
『
智
山
伝
法
院
選
書
』
10
―

１
に
て
布
施
浄
慧
師
は
、

念
誦
法
に
お
け
る
最
重
要
な
項
目
と
し
て
入
我
我
入
観
・
正
念
誦
・
字
輪
観
を
挙
げ
て
、「
こ
の
入
我
我
入
以
後
は
、
こ
の
行
の
肝

要
な
と
こ
ろ
で
、
前
項
ま
で
は
供
養
分
で
あ
っ
た
が
、
本
項
よ
り
念
誦
分
と
し
て
、
正
行
で
あ
る
。
入
我
我
入
と
正
念
誦
と
字
輪
観

は
、
次
第
の
如
く
身
・
語
・
意
の
三
密
成
仏
を
意
味
し
、
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
円
満
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
即
ち
本
尊
と
行
者
は
無

二
無
別
の
観
に
入
っ
て
、
自
身
即
ち
本
尊
三
昧
を
証
し
、
即
身
成
仏
を
顕
現
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
（
１
）

と
述
べ
て
い
る
。
修
法

中
の
「
正
行
」
で
あ
り
、
最
秘
観
の
一
つ
で
あ
る
。
現
に
著
者
自
身
も
四
度
加
行
伝
授
の
際
、
阿
闍
梨
よ
り
正
念
誦
は
最
も
丁
寧
に

修
す
る
べ
き
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
我
々
真
言
宗
の
経
説
の
中
心
と
な
る
即
身
成
仏
を
成
就
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
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修
法
の
一
つ
で
あ
り
、
身
口
意
の
三
密
で
言
え
ば
、
正
念
誦
は
口
密
に
相
当
す
る
部
分
の
修
法
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
正
念
誦
に
用
い
ら
れ
て
い
る
観
文
の
起
源
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
大
乗
経
典
の
ど
の
よ
う
な
思
想
が
元
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
大
乗
経
典
で
は
三
密
行
や
入
我
我
入
観
が
直
接
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
正
念
誦
の
基
礎
的
な
要
素
で
あ
る
「
本
尊
瑜
伽
」「
説
法
（
転
法
輪
）」「
旋
陀
羅
尼
」「
光
明
相
」
は
、
大
乗
経
典
に
説
か

れ
る
神
変
の
様
相
が
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
密
教
の
念
誦
法
、
と
り
わ
け
こ
の
正
念
誦
の
観
文
の
萌
芽
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
が
日
々
修
す
る
正
念
誦
作
法
の
奥
深
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
に
諸
大
乗
経
典
に
説

か
れ
る
思
想
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
今
回
は
神
変
思
想
の
重
要
性
を
示
し
た
い
。

１
．正
念
誦
と
は
何
か

　

正
念
誦
と
は
、
五
種
念
誦
の
う
ち
の
三
摩
地
念
誦
の
こ
と
で
あ
り
、
行
者
が
禅
定
の
心
に
住
し
て
真
言
の
字
相
を
観
念
す
る
こ
と

を
い
う（
２
）。
五
種
念
誦
と
は
、『
秘
蔵
記
』
（
３
）

に
説
か
れ
る
説
で
あ
り
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
蓮
華
念
誦
�
自
分
の
耳
に
聞
こ
え
る
程
度
で
他
人
に
聞
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

②
金
剛
念
誦
�
口
を
合
わ
せ
舌
端
を
動
か
し
て
誦
え
る
。

③
三
摩
地
念
誦
�
心
月
輪
に
真
言
の
字
を
観
ず
る
。
た
だ
し
真
言
の
字
相
を
観
ず
る
。

④
声
生
念
誦
�
心
蓮
華
の
上
の
商
佉
（
白
貝
）
よ
り
妙
音
声
を
出
す
。

⑤
光
明
念
誦
�
口
よ
り
光
明
を
出
す
と
想
っ
て
念
誦
す
る
。
（
４
）

　

一
座
行
法
の
肝
要
で
あ
る
身
口
意
の
三
密
行
の
う
ち
、
入
我
我
入
観
が
身
密
行
、
正
念
誦
が
口
密
行
、
字
輪
観
が
意
密
行
に
あ
た

る
。
正
念
誦
は
、
行
者
の
語
業
と
本
尊
の
語
密
と
が
不
二
で
あ
る
こ
と
を
修
す
る
観
法
で
あ
り
、
語
密
成
仏
の
秘
観
で
あ
り
、
加
持
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成
仏
の
妙
行
と
さ
れ
る
。
三
種
の
観
法
は
、
優
劣
・
高
下
の
差
別
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
正
念
誦
が
重
要
視
さ
れ
、
略
観

の
と
き
に
は
三
観
を
摂
し
て
、
た
だ
正
念
誦
の
み
を
修
行
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
散
念
誦
が
化
他
法
門
を
宣
説
す
る
の
に
対
し
て
、

正
念
誦
は
内
証
の
法
門
を
宣
説
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。

２
．幸
心
流
の
正
念
誦

　

智
山
派
で
は
幸
心
流
を
所
定
の
法
流
と
し
て
い
る
。「
金
剛
界
」
に
つ
い
て
言
う
と
、
幸
心
流
で
は
伝
統
的
に
、
伝
授
で
は
元
杲

が
編
纂
し
た
『
金
剛
界
念
誦
私
記
』、
い
わ
ゆ
る
『
広
次
第
』〈
広
〉
を
用
い
、
実
習
で
は
成
賢
が
編
纂
し
た
『
金
剛
界
念
誦
次
第
』、

別
名
『
都
督
次
第
』
を
用
い
る
の
が
習
い
で
あ
る
が
、
現
状
は
『
都
督
次
第
』
に
基
づ
い
た
現
行
の
『
金
剛
界
念
誦
次
第
』〈
現
〉

に
よ
っ
て
伝
授
と
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
十
八
道
」「
金
剛
界
」「
胎
蔵
界
」「
不
動
護
摩
」
と
正
念
誦
の
観
文
は
共
通
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
「
金
剛
界
」
の
『
広
次
第
』
に
見
ら
れ
る
正
念
誦
の
観
文
を
確
認
し
て
み
る
。

〈
現
〉
観
念
せ
よ　

本
尊
の
心
月
輪
の
上
に
陀
羅
尼
の
字
有
り　

右
に
廻
り
て
列
り
住
す　

又
自
心
の
月
輪
の
上
に
陀
羅
尼
の

字
有
り　

亦
復
是
く
の
如
し　

本
尊
の
誦
じ
下
う
真
言
の
字 

尊
の
口
よ
り
出
で
て
我
が
頂
よ
り
心
月
輪
の
上
に
至
つ
て
右
に

廻
り
て
列
り
住
す　

我
が
誦
ず
る
真
言
の
字 

我
が
口
よ
り
出
で
て 

尊
の
臍
輪
よ
り
心
月
輪
の
上
に
至
つ
て 

右
に
廻
り
て
列

り
住
す

修
習
念
誦
法　

以
此
勝
福
田　

法
界
諸
有
情　

速
成
菩
提
道

〈
広
〉
か
く
の
如
く
誦
し
已
て
三
度
頂
戴
し
て
、
次
に
胸
の
前
に
三
返
旋
転
し
て
、
す
な
わ
ち
右
の
手
の
空
風
二
指
を
以
て
母
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珠
を
取
り
、
左
手
の
同
じ
き
二
指
を
以
て
余
の
珠
を
取
り
、
地
水
火
の
六
指
直
く
申
べ
て
心
に
当
て
二
手
相
い
去
る
こ
と
五
寸

計
り
に
し
て
目
を
合
わ
せ
、
分
明
に
本
尊
の
身
体
威
儀
を
観
じ
て
、
し
か
も
そ
の
御
胸
の
中
に
於
い
て
八
葉
の
蓮
華
を
想
え
。

そ
の
上
に
心
月
輪
を
想
え
。
心
月
輪
の
上
に
陀
羅
尼
の
字
を
想
え
。
右
に
廻
り
て
列
な
り
住
せ
り
。
又
、
自
ら
の
心
月
輪
の
上

に
陀
羅
尼
の
字
あ
り
て
、
ま
た
ま
た
か
く
の
如
し
。
本
尊
の
誦
し
た
も
う
真
言
の
字
、
尊
の
口
よ
り
出
で
て
我
が
頂
よ
り
入
り

て
心
月
輪
の
上
に
至
っ
て
右
に
廻
り
て
列
な
り
住
す
。
我
が
誦
す
る
真
言
の
字
、
我
が
口
よ
り
出
で
て
尊
の
臍
輪
よ
り
入
り
て

心
月
輪
の
上
に
至
っ
て
右
に
廻
り
て
列
な
り
住
す
。
本
迹
の
義
、
前
に
准
じ
て
知
ん
ぬ
べ
し
。
か
く
の
如
く
展
転
相
続
し
て
緩

な
ら
ず
、
急
な
ら
ず
。
除
々
に
し
て
珠
鬘
を
旋
ら
す
が
如
く
念
誦
し
て
字
道
を
し
て
分
明
な
ら
し
め
よ
。
但
し
字
を
以
て
白
色

な
ら
し
む
べ
し
。

修
習
念
誦
法　

以
此
勝
福
田　

一
切
諸
有
情　

速
成
大
日
尊

　

広
略
の
正
念
誦
観
文
に
お
け
る
大
き
な
相
違
点
は
、「
本
迹
の
義
、
前
に
准
じ
て
知
ん
ぬ
べ
し
。
か
く
の
如
く
展
転
相
続
し
て
緩

な
ら
ず
、
急
な
ら
ず
。
除
々
に
し
て
珠
鬘
を
旋
ら
す
が
如
く
念
誦
し
て
字
道
を
し
て
分
明
な
ら
し
め
よ
。
但
し
字
を
以
て
白
色
な
ら

し
む
べ
し
」
と
い
う
部
分
が
、
現
行
の
次
第
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
部
分
は
現
行
の
次
第
と
多
少
の
表
現

の
違
い
は
あ
る
が
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
相
違
点
の
な
か
で
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
箇
所
は
「
字
を
以
て
白
色
な
ら
し
む

べ
し
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
観
文
に
つ
い
て
、
頼
瑜
の
『
薄
草
子
口
決
』
に
「
聖
観
自
在
軌
に
云
わ
く
」
（
５
）

と
言
っ
て
、『
聖
観
自
在
菩
薩
心
真
言
瑜
伽
観

行
儀
軌
』
を
典
拠
に
示
し
て
い
る
の
で
、
確
認
し
て
み
よ
う
。
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不
空
訳
『
聖
観
自
在
菩
薩
心
真
言
瑜
伽
観
行
儀
軌
』
（
６
）

　

即
ち
観
ぜ
よ
、
本
尊
の
心
上
に
円
満
寂
静
の
月
輪
あ
り
。
月
輪
中
に
於
い
て
、
右
に
旋
り
て
陀
羅
尼
の
字
を
安
布
せ
よ
。
其

の
字
、
皆
な
白
色
の
光
を
放
ち
法
界
を
遍
周
す
。
其
の
光
、
還
り
来
た
り
て
行
者
の
頂
に
入
る
。
瑜
伽
を
修
す
る
者
の
心
月
輪

中
に
於
い
て
、
前
に
准
じ
て
右
に
旋
り
て
布
列
し
了
了
分
明
に
せ
よ
。
其
の
字
、
復
た
光
明
を
放
ち
、
前
に
准
じ
て
観
を
作
せ
。

是
の
如
く
観
じ
已
り
て
、
瑜
伽
を
修
す
る
者
の
自
身
、
本
尊
の
観
自
在
菩
薩
の
身
と
等
し
く
無
差
別
な
り
。
彼
の
鏡
像
の
如
く
、

不
一
不
異
な
り
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、『
広
次
第
』
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
誦
し
た
真
言
が
口
よ
り
出
た
り
、
臍
よ
り
入
っ
た
り
と
い
う
表
現
は
な
い
が
、

基
本
的
な
旋
陀
羅
尼
の
瑜
伽
観
法
を
修
す
る
と
い
う
構
造
は
同
様
で
あ
る
。
正
念
誦
観
文
に
お
け
る
「
字
を
以
て
白
色
な
ら
し
む
べ

し
」
と
は
、
上
記
の
と
お
り
、
陀
羅
尼
の
文
字
が
白
色
の
光
を
放
つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

光
は
法
界
を
遍
周
し
た
の
ち
、
還
っ
て
き
て
行
者
の
頂
よ
り
入
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
行
者
自
身
が
本
尊
の
観
自
在
菩

薩
と
等
し
く
な
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
鏡
像
の
よ
う
に
、
行
者
と
本
尊
と
が
無
二
無
別
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
経
典
に
お
い
て
、
正
念
誦
観
文
の
原
型
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
く
つ
か
の
密
教
経
軌

に
こ
の
正
念
誦
の
典
拠
と
な
る
も
の（
７
）、
お
よ
び
そ
の
観
文
を
想
起
さ
せ
る
文
言
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
順
次
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

３
．密
教
経
軌
に
見
ら
れ
る
旋
陀
羅
尼
及
び
光
明
相
に
つ
い
て

　

正
念
誦
に
お
い
て
、「
本
尊
の
心
月
輪
の
上
に
陀
羅
尼
の
字
あ
り
、
右
に
め
ぐ
り
て
列
な
り
住
す
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
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旋
陀
羅
尼（
８
）の

観
法
に
よ
っ
て
、
本
尊
と
行
者
の
三
密
が
相
応
し
、
無
礙
渉
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
観
法
が
『
不
空
羂
索
神
変

真
言
経
』
に
見
ら
れ
る
。

　

菩
提
流
支
訳
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
（
９
）

　

時
に
別
に
先
ず
奮
怒
王
真
言
を
誦
し
、
召
請
し
供
養
し
て
溥
遍
心
印
真
言
を
誦
し
、
一
一
の
字
声
色
相
光
焔
あ
っ
て
、
黄
光

焔
、
或
は
赤
光
焔
、
或
は
白
光
焔
、
或
は
青
光
焔
、
或
は
黒
光
焔
の
若
く
の
真
言
の
字
を
照
ら
し
、
心
月
の
上
に
於
い
て
右
旋

し
行
転
し
て
皆
な
光
明
を
放
つ
。
十
千
萬
を
満
じ
、
中
夜
時
に
当
た
っ
て
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、
種
種
光
を
放
ち
、
五
更
の

時
に
至
っ
て
観
世
音
、
身
を
現
じ
慰
語
し
た
ま
わ
ん
。

　

こ
の
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
所
説
の
「
普
（
溥
）
遍
心
印
真
言
」）
10
（

を
念
誦
す
る
作
法
に
、
密
教
観
法
と
非
常
に
近
し
い
旋
陀

羅
尼
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
言
の
文
字
が
き
ら
び
や
か
な
光
を
そ
な
え
て
字
を
照
ら
し
、
行
者
の
心
月
輪
の
上
で
、
そ
の
文
字

が
右
に
旋
転
し
て
光
明
を
放
つ
と
い
う
瑜
伽
観
法
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
旋
陀
羅
尼
の
観
法
に
よ
っ
て
、
観
自
在
菩
薩
が
ま
さ
し
く

行
者
の
御
許
に
現
前
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
い
わ
ゆ
る
字
輪
観
に
も
通
ず
る
旋
陀
羅
尼
の
観
法
の
原
型
が
、『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
に
見
ら
れ
る
有
名
な
四
十
二
字
門

を
字
輪
と
し
て
観
想
す
る
方
法
を
説
い
た
儀
軌
に
見
ら
れ
る
。

　

不
空
訳
『
大
方
広
仏
花
厳
経
入
法
界
品
頓
証
毘
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀
軌
』）
11
（

　

復
た
月
輪
内
に
於
い
て
右
に
旋
り
て
四
十
二
の
梵
字
を
布
列
し
、
悉
く
皆
な
金
色
に
し
て
、
大
光
明
を
放
ち
十
方
を
照
徹
し
、



正念誦の観法の基盤思想について

― 125 ―

分
明
に
顕
現
す
。
一
一
の
光
の
中
に
お
い
て
、
無
量
の
刹
海
に
、
無
量
の
諸
仏
あ
り
、
無
量
の
衆
の
前
後
に
囲
繞
す
る
あ
り
、

菩
提
場
に
坐
し
、
等
正
覚
を
成
じ
、
智
、
三
際
に
入
り
、
身
、
十
方
に
遍
じ
、
大
法
輪
を
転
じ
、
群
品
を
度
脱
せ
し
め
、
悉
く

無
住
涅
槃
を
現
証
せ
し
む
る
こ
と
を
見
る
。
復
た
応
に
般
若
波
羅
蜜
四
十
二
字
門
に
悟
入
し
、
一
切
法
の
皆
な
無
所
得
な
る
こ

と
を
了
し
、
能
観
の
正
智
と
所
観
の
法
界
と
、
悉
く
皆
な
平
等
に
し
て
、
無
異
無
別
な
り
。
瑜
伽
を
修
す
る
者
、
若
し
能
く
是

の
旋
陀
羅
尼
観
行
と
相
応
す
れ
ば
、
即
ち
能
く
毘
盧
遮
那
如
来
の
智
身
を
現
証
す
。

　

こ
こ
で
は
、
自
心
の
月
輪
の
上
に
梵
字
を
廻
ら
す
観
行
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
文
字
が
金
色
の
光
を
放
ち
、
十
方
を

照
ら
し
出
す
様
子
が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
光
明
の
も
た
ら
す
効
果
と
し
て
、
光
明
の
中
に
、
無
量
の
国
土
、
仏
、
衆
生
が
現
れ
、
そ

の
無
量
の
諸
仏
が
菩
提
道
場
で
悟
り
を
開
い
て
三
世
十
方
に
遍
い
て
、
大
法
輪
を
転
じ
て
、
衆
生
を
救
い
、
涅
槃
を
得
さ
せ
る
と
い

う
、
こ
の
娑
婆
世
界
の
釈
尊
と
同
様
の
情
景
が
無
量
の
国
土
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
四
十

二
字
門
に
入
っ
て
、
毘
盧
遮
那
如
来
の
智
身
を
現
証
す
る
と
説
か
れ
る
。
旋
陀
羅
尼
の
観
法
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
光
明
が
十
方

を
照
ら
し
出
し
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
光
の
中
に
無
量
の
諸
仏
が
現
じ
て
大
法
輪
を
転
じ
て
衆
生
を
利
益
す
る
と
い
う
描
写
で
あ
る
。

旋
陀
羅
尼
の
観
法
に
お
け
る
、
十
方
が
光
明
に
溢
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
経
に
も
示
さ
れ
る
。

　

不
空
訳
『
金
毘
羅
童
子
威
徳
経
』）
12
（

　

爾
の
時
、
如
来
は
結
跏
趺
坐
し
て
、
旋
陀
羅
尼
の
三
昧
に
入
り
た
も
う
。
其
の
頂
毫
よ
り
千
光
明
を
放
ち
、
一
一
の
光
の
中

に
各
の
百
千
化
仏
あ
り
。
復
た
千
光
明
を
放
ち
、
遍
く
此
の
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
、
上
は
非
想
非
非
想
天
に
至
り
、
下
は

四
十
二
億
恒
河
沙
等
の
世
界
を
照
ら
す
。
其
の
光
、
復
た
東
方
の
四
十
二
億
恒
河
沙
仏
国
を
照
ら
し
、
東
西
南
北
四
維
上
下
皆
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な
悉
く
普
く
照
ら
す
。
時
に
十
方
の
大
地
、
六
反
震
動
す
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
旋
陀
羅
尼
の
三
昧
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
世
界
が
光
明
で
照
ら
し
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
光

明
の
中
に
百
千
の
化
仏
を
現
わ
し
出
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
や
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
に
説
か
れ
る
有
名
な
舎
衛
城
の

神
変
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
現
れ
る
「
千
仏
化
現
」
と
呼
ば
れ
る
神
変
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
六
反
震
動

は
六
種
震
動
と
も
言
い
、
仏
が
説
法
す
る
と
き
の
瑞
相
で
あ
る
。
諸
大
乗
経
典
に
お
い
て
仏
が
光
明
で
十
方
を
照
ら
す
時
、
こ
の
六

種
震
動
が
起
こ
る
。

　

不
空
訳
『
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
』）
13
（

　

瑜
伽
者
即
ち
観
ぜ
よ
、
此
の
聖
者
本
尊
の
前
に
在
り
て
蓮
華
台
に
坐
し
、
頭
冠
瓔
珞
あ
り
て
天
女
の
形
の
如
し
、
左
手
に
五

股
金
剛
杵
を
持
し
、
右
手
、
施
無
畏
の
勢
な
り
と
。
即
ち
想
え
、
部
母
の
口
中
よ
り
金
字
の
本
尊
の
密
言
を
流
出
し
、
行
列
し

て
具
に
光
明
あ
り
、
瑜
伽
者
の
口
に
入
り
、
舌
の
上
に
於
い
て
右
に
旋
り
て
華
鬘
の
如
し
と
。
是
の
如
く
觀
行
を
作
し
已
り
て

頂
上
に
此
の
印
を
解
散
せ
よ
。
�
中
略
�
想
え
自
ら
の
口
中
よ
り
却
り
て
本
所
持
の
密
言
を
流
出
し
、
金
字
行
列
し
て
部
母
の

口
に
入
る
。

　

こ
こ
で
は
、
光
明
を
伴
っ
た
密
言
が
部
母
と
行
者
を
行
き
来
す
る
様
子
が
説
か
れ
て
い
る
。
現
行
の
次
第
に
お
け
る
正
念
誦
作
法

の
よ
う
に
頂
や
臍
は
登
場
せ
ず
、
口
と
口
で
は
あ
る
が
、
こ
の
光
明
が
身
体
に
入
り
込
み
仏
と
一
体
と
な
る
と
い
う
観
法
は
正
念
誦

作
法
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
本
節
で
は
光
明
相
と
旋
陀
羅
尼
が
見
ら
れ
る
密
教
経
軌
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
正
念
誦
作
法
の
観
文
の
直
接

の
典
拠
と
見
ら
れ
る
の
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
『
聖
観
自
在
菩
薩
心
真
言
瑜
伽
観
行
儀
軌
』
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
密

教
経
軌
の
中
に
も
、
光
明
と
関
連
さ
せ
て
陀
羅
尼
や
梵
字
を
旋
ら
す
観
法
や
、
光
明
が
行
者
と
本
尊
を
行
き
来
す
る
描
写
が
多
く
見

ら
れ
た
。
特
に
光
明
相
に
関
し
て
言
え
ば
、
さ
ら
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
経
軌
も
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
大
乗
経
典
に
描
か
れ
て

い
る
神
変
を
起
源
と
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

４
．『
華
厳
経
』
に
見
ら
れ
る
神
変
思
想
と
光
明
相

　

正
念
誦
の
観
文
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
経
軌
で
は
、
①
心
月
輪
の
な
か
で
陀
羅
尼
・
梵
字
を
右
に
廻
ら
す
。
②
陀
羅
尼
は
光
明

を
放
つ
、
③
光
明
は
十
方
世
界
を
照
ら
し
出
す
、
④
そ
の
光
の
中
に
無
数
の
仏
が
化
作
し
、
衆
生
利
益
を
果
た
す
な
ど
の
奇
瑞
が
あ

る
、
⑤
光
明
を
伴
っ
た
陀
羅
尼
が
身
体
に
流
入
す
る
、
⑥
旋
陀
羅
尼
の
観
法
に
よ
っ
て
自
身
に
本
尊
が
現
証
さ
れ
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
光
明
の
様
相
・
内
容
は
、
大
乗
経
典
に
描
か
れ
る
神
変
の
記
述
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
神
変
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
く
。
仏
教
経
典
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
超
自
然
的
能
力
が
描
か
れ
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

神
変
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
仏
菩
薩
た
ち
の
偉
大
性
や
経
典
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
っ
て

い
る
。
原
始
・
小
乗
仏
教
の
頃
か
ら
、
修
行
し
た
者
は
六
神
通
（
大
乗
仏
教
で
は
五
神
通
を
多
く
用
い
た
）
と
い
う
人
間
の
能
力
を

超
越
し
た
力
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
は
大
乗
仏
教
に
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
釈
尊
の
顕
わ
し
た
舎
衛
城

の
神
変
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
原
始
仏
教
の
頃
か
ら
見
ら
れ
た
神
変
か
ら
、
大
乗
仏
教
に
入
る
と
急
激
に
大
規
模
な
も
の
に
発
展
し
、
無
限

の
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
な
神
変
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
経
説
の
内
容
を
色
付
け
す
る
要
素
と
し
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て
の
み
語
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
節
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
梶
山
雄
一
氏
は
そ
の
研
究
で
「
神
変
が
初
期
大
乗
仏
教
に
お
い
て
も
っ

と
も
基
本
的
か
つ
中
心
的
な
意
義
を
も
つ
思
想
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
」）
14
（

と
そ
の
神
変
の
意
義
を
認
め
、
重
要
な
資
料

を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

重
要
な
初
期
大
乗
経
典
は
み
な
仏
・
菩
薩
の
神
変
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
梶
山
の
論
考
で
こ
の
初
期
大
乗
経
典
に
現
れ
る

神
変
の
特
色
を
五
項
目
に
分
類
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
。

（
１
）
仏
の
三
昧
が
神
変
の
前
提
で
あ
る

（
２
）
神
変
の
主
役
は
仏
の
放
つ
光
明
で
あ
る

（
３
）
光
明
は
仏
の
化
仏
を
産
み
、
ま
た
光
明
は
化
仏
の
説
法
の
声
と
な
る
こ
と
（
こ
の
三
項
目
は
小
・
大
乗
に
共
通
。
以
下
は

大
乗
の
神
変
に
特
有
）

（
４
）
衆
生
の
側
に
い
か
な
る
要
求
も
し
な
い
で
、
釈
迦
仏
の
放
光
に
遇
う
衆
生
を
無
上
正
等
覚
に
至
る
こ
と
に
決
定
さ
せ
、
悪

趣
の
衆
生
を
善
趣
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
心
身
障
害
者
や
病
者
を
癒
し
、
悪
人
を
善
人
に
変
え
る
と
い
う
、
い
わ
ば
他
力
の
救
済

を
約
束
す
る

（
５
）
全
宇
宙
の
諸
仏
国
と
こ
の
娑
婆
世
界
と
の
間
に
相
互
照
見
を
可
能
に
さ
せ
、
同
時
に
十
方
諸
仏
国
か
ら
く
る
菩
薩
た
ち
が

釈
迦
仏
を
礼
拝
・
供
養
す
る
こ
と
を
契
機
に
し
て
こ
の
娑
婆
世
界
が
浄
土
に
変
容
す
る
。

　

こ
う
し
た
初
期
大
乗
経
典
か
ら
見
ら
れ
る
神
変
思
想
の
基
本
的
な
骨
格
が
、
密
教
観
法
で
あ
る
正
念
誦
の
光
明
相
に
も
そ
の
ま
ま

受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、「
光
明
が
身
体
に
流
入
す
る
」
と
い
う
要
素
に
つ
い
て
は
梶
山
氏
が
挙
げ
た
初
期
大
乗
経
典
に
共
通
す
る
特
色
に
は
挙

が
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
そ
の
要
素
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
以
下
に
紹
介
す
る
。
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曇
無
蜜
多
訳
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』）
15
（

　

釈
迦
牟
尼
仏
は
眉
間
の
光
を
放
ち
、
其
の
光
、
十
方
世
界
を
遍
照
し
、
復
た
十
方
無
量
世
界
を
過
ぐ
。
此
の
光
の
至
る
処
の
、

十
方
の
分
身
の
釈
迦
牟
尼
仏
、
一
時
に
雲
集
し
、
広
説
す
る
こ
と
妙
法
華
経
の
如
し
。
一
一
の
分
身
の
仏
、
身
、
紫
金
色
に
し

て
、
身
量
、
無
辺
な
り
。
師
子
座
に
坐
し
、
百
億
無
量
諸
大
菩
薩
あ
り
て
以
っ
て
眷
属
と
す
。
一
一
の
菩
薩
、
行
ず
る
こ
と
普

賢
と
同
じ
。
此
の
如
く
十
方
無
量
諸
仏
菩
薩
眷
属
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
大
衆
、
集
ま
り
已
り
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
見
、
挙
身

の
毛
孔
よ
り
金
色
光
を
放
つ
。
一
一
の
光
の
中
に
百
億
化
仏
あ
り
。
諸
分
身
の
仏
、
眉
間
の
白
毫
大
人
相
の
光
を
放
ち
、
其
の

光
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
頂
に
流
入
す
。
此
の
相
を
見
る
時
、
分
身
諸
仏
の
一
切
毛
孔
、
金
色
光
を
出
し
、
一
一
の
光
の
中
に
復
た

恒
河
沙
微
塵
数
の
化
仏
あ
り
。
爾
の
時
、
普
賢
菩
薩
、
復
た
眉
間
の
大
人
相
の
光
を
放
ち
。
行
者
の
心
に
入
る
。
既
に
心
に
入

り
已
り
て
、
行
者
、
自
ら
過
去
無
数
百
千
仏
の
受
持
・
読
誦
す
る
所
の
大
乗
経
典
を
憶
し
、
自
ら
故
の
身
を
見
、
了
了
分
明
に

し
て
、
宿
命
通
等
の
異
あ
る
こ
と
な
き
が
如
く
な
ら
ん
。
豁
然
と
大
悟
し
、
旋
陀
羅
尼
・
百
千
萬
億
の
諸
の
陀
羅
尼
門
を
得
。

　

こ
の
経
は
、『
法
華
経
』
の
最
終
章
の
「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
の
内
容
を
受
け
た
も
の
で
、
智
顗
は
本
経
を
『
法
華
経
』
の
結
経

で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
、
釈
尊
が
放
っ
た
光
明
よ
り
出
現
し
た
化
仏
が
光
明
を
放
ち
、
そ
の
光
が
釈
尊
の
頂
に
入
っ
た
り
、
普
賢

菩
薩
が
放
っ
た
光
明
が
行
者
の
心
に
入
る
、
と
い
っ
た
光
明
の
流
入
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旋
陀
羅
尼
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
密
教
経
軌
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
観
法
の
基
盤
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
経
は
『
法
華
経
』『
華

厳
経
』
等
の
教
説
が
入
り
込
ん
で
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で）
1（
（

、
さ
ら
に
遡
っ
て
見
て
み
た
い
。
ち

な
み
に
『
般
若
経
』『
法
華
経
』
に
は
上
記
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
た
神
変
は
説
か
れ
る
が
、
光
明
の
身
体
へ
の
流
入
は
説
か
れ
な
い
。

以
下
に
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
神
変
の
描
写
を
紹
介
す
る
。
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『
華
厳
経
』「
十
地
品
」）
17
（

　

仏
子
た
ち
よ
、
そ
の
と
き
、
こ
の
如
来
・
応
供
・
正
等
覚
者
た
ち
の
白
毫
か
ら
「
一
切
智
性
の
神
通
を
具
え
る
」
と
い
う
光

線
が
、
無
数
の
眷
属
と
と
も
に
放
た
れ
た
。
そ
れ
ら
は
あ
ら
ゆ
る
十
方
の
一
切
の
世
界
を
余
す
こ
と
な
く
照
ら
し
、
世
界
を
右

回
り
に
十
回
旋
回
し
、
偉
大
な
如
来
の
神
変
を
現
わ
し
、
百
千
コ
ー
テ
ィ
・
ニ
ユ
タ
の
多
く
の
菩
薩
を
鼓
舞
し
、
一
切
の
仏
国

中
を
六
種
に
震
動
さ
せ
、
一
切
の
悪
趣
や
死
や
生
を
鎮
め
、
一
切
の
悪
魔
の
住
処
を
隠
し
、
一
切
の
如
来
が
現
等
覚
を
悟
っ
た

仏
座
を
示
現
し
、
一
切
の
仏
の
会
衆
の
荘
厳
・
威
徳
を
現
わ
し
、
法
界
を
究
め
虚
空
界
を
限
り
と
す
る
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
、

再
び
還
っ
て
来
て
、
こ
の
遍
く
菩
薩
の
会
座
の
遥
か
上
を
右
に
旋
回
し
、
大
荘
厳
を
示
し
、
そ
の
光
明
は
菩
薩
の
頭
頂
に
没
入

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
眷
属
の
光
線
も
同
様
に
、
集
ま
っ
た
そ
の
菩
薩
た
ち
の
頭
頂
に
没
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
集
ま
っ
た
光
線

よ
っ
て
即
座
に
、
そ
の
菩
薩
た
ち
は
未
曾
有
の
百
千
の
十
倍
の
三
昧
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
光
線
は
、
同
時
に
そ
の
菩
薩
の
頭
頂

に
没
入
し
た
。
そ
の
菩
薩
は
正
等
覚
の
境
界
に
灌
頂
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
て
十
力
を
円
満
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
等

覚
者
と
な
る
。）
18
（

　
『
華
厳
経
』「
性
起
品
」）
19
（

　

さ
て
そ
の
と
き
、
世
尊
の
白
毫
か
ら
「
如
来
の
出
現
」
と
い
う
光
線
の
輪
が
百
千
コ
ー
テ
ィ
・
ニ
ユ
タ
の
無
数
に
多
く
の
光

線
を
伴
っ
て
生
じ
、
そ
れ
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
余
す
こ
と
な
く
照
ら
し
、
世
界
を
右
回
り
に
十
回
旋
回
し
、
如
来
の

神
変
を
現
わ
し
、
百
千
コ
ー
テ
ィ
・
ニ
ユ
タ
の
多
く
の
菩
薩
を
鼓
舞
し
、
一
切
の
世
界
を
遍
く
震
動
さ
せ
て
、
一
切
の
悪
趣
の

相
続
で
あ
る
生
と
死
を
鎮
め
、
一
切
の
悪
魔
の
家
を
制
圧
し
、
一
切
の
如
来
は
現
等
覚
し
た
。（
そ
し
て
）
悟
り
の
座
を
現
わ
し
、

仏
の
衆
会
を
荘
厳
し
、
無
限
に
示
現
し
、
法
界
を
究
め
虚
空
界
を
限
り
と
す
る
一
切
の
世
界
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
覆
い
、
再
び
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還
っ
て
来
て
、
菩
薩
の
会
座
を
右
に
旋
回
し
、
如
来
性
起
妙
徳
菩
薩
の
頭
頂
に
没
入
し
た
。）
20
（

　
「
十
地
品
」「
性
起
品
」
共
に
、
世
尊
の
白
毫
か
ら
放
た
れ
た
光
明
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
巡
り
、
様
々
な
救
済
を
も
た
ら

し
た
後
、
菩
薩
の
頭
頂
に
入
る
。「
十
地
品
」
で
は
こ
れ
に
よ
っ
て
第
十
地
の
菩
薩
は
正
等
覚
者
の
資
質
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
こ
と
を
灌
頂
と
呼
ぶ
こ
と
が
説
か
れ
る
。

　

ま
た
、「
性
起
品
」
で
は
光
明
の
流
入
に
よ
り
如
来
性
起
妙
徳
菩
薩
に
質
問
者
と
し
て
の
素
質
が
宿
り
、
続
い
て
世
尊
の
口
か
ら

光
明
が
放
た
れ
、
今
度
は
普
賢
菩
薩
の
口
に
入
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
普
賢
菩
薩
は
如
来
に
代
わ
る
説
法
者
と
し
て
の
特
性
を
得
て
、

如
来
性
起
妙
徳
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
の
問
答
に
よ
り
経
典
は
進
行
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
光
明
の
放
出
」「
光
明
の
旋
回
」「
光
明
の
効
果
」「
光
明
の
流
入
」「
説
法
相
の
獲
得
」
と
い
っ
た
密
教
経
軌

に
見
ら
れ
た
要
素
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
正
念
誦
作
法
の
観
文
、
延
い
て
は
密
教
行
法
の
根
幹
を
な
す
入
我
我
入
観
の
萌
芽
が
『
華

厳
経
』
の
神
変
思
想
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

５
．ま
と
め

　

現
行
の
次
第
に
お
け
る
正
念
誦
の
観
文
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
を
探
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
乗
経
典
に
に
説
か
れ
る
神
変
、
特
に

『
華
厳
経
』
の
神
変
を
起
源
と
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
神
変
と
は
、
仏
が
説
法
の
象
徴
で
あ
る
光
明
を
放

っ
て
、
そ
の
光
明
が
十
方
世
界
を
右
旋
し
遍
く
照
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
齎
し
た
の
ち
、
菩
薩
の
身
体
の
中
に
入
り
こ
み
、
そ

れ
に
よ
っ
て
菩
薩
は
如
来
と
し
て
の
資
質
、
ま
た
説
法
者
と
し
て
の
特
性
を
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
正
念
誦
は
身
・
口
・
意
の

中
の
口
密
に
関
し
て
如
来
と
一
体
と
な
る
行
で
あ
り
、
行
ず
る
と
き
に
は
説
法
印
を
為
す
。
こ
こ
で
結
印
さ
れ
る
説
法
印
は
、
ま
さ



し
く
語
密
念
誦
で
あ
る
正
念
誦
の
象
徴
で
あ
る
し
、
行
者
の
誦
す
る
真
言
陀
羅
尼
が
そ
の
ま
ま
諸
仏
の
説
法
を
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

現
行
の
次
第
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
本
尊
と
自
身
と
を
行
き
来
す
る
陀
羅
尼
の
文
字
は
光
明
を
伴
っ
て
お
り
、
そ
の
光
明
は

十
方
の
全
世
界
を
廻
り
教
化
す
る
よ
う
な
力
を
持
つ
。
そ
の
光
明
は
仏
の
説
法
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
光
明
が
自
ら
の
身
体
に
入
り

込
む
こ
と
で
仏
の
特
性
を
得
る
。
そ
の
よ
う
な
壮
大
な
神
変
の
思
想
が
、
我
々
が
日
々
修
す
る
正
念
誦
作
法
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
神
変
思
想
は
、
あ
る
意
味
、
大
乗
仏
教
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
観
を
演
出
す
る
た
め
だ
け
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
感
も
あ
っ
た
が
、
梶
山
氏
が
「
初
期
大
乗
仏
教
に
お
い
て
も
っ
と
も
基
本
的
か
つ
中
心
的
な
意
義
を
も
つ
思
想
で
あ
る
」
と
提

唱
し
た
よ
う
に
、
我
々
が
修
す
る
密
教
の
行
法
の
中
に
お
い
て
も
、
核
の
部
分
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
重
要
な
思
想
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。

註（
１
）『
智
山
伝
法
院
選
書
・
十
八
道
念
誦
次
第
講
義
録
』
10
―

１
（2004
）、

p.�157.�11-14
�

ま
た
頼
瑜
の
『
薄
草
子
口
決
』
に
よ
る
と
「
入
我
我
入
・
正
念
誦
・

字
輪
観
は
是
れ
、
各
の
別
の
観
に
非
ず
。
只
だ
入
我
我
入
の
一
観
な
り
。

本
の
経
儀
軌
等
の
意
の
大
旨
、
只
だ
一
種
の
観
な
り
。
人
師
、
私
記

を
作
る
時
、
行
者
を
し
て
覚
り
易
か
ら
し
め
ん
が
為
に
各
の
別
に
之

を
列
ぬ
。
且
つ
自
覚
・
覚
他
・
覚
道
円
満
の
三
義
、
之
を
了
知
せ
し
む
」

（T
79,�N

o.�2535,�215a13-17

）
と
あ
り
、
も
と
も
と
こ
の
三
種
の

作
法
は
入
我
我
入
の
た
め
の
一
つ
の
作
法
で
あ
っ
た
が
、
覚
り
や
す

く
す
る
た
め
に
三
種
に
分
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
２
）
中
村
『
仏
教
語
大
辞
典
』「
正
念
誦
」
の
項
参
照
。

（
３
）『
秘
蔵
記
』
定
本
弘
法
大
師
全
集　

第
五
巻
、p.�151,�4-8

（
４
）
上
田
霊
城
『
改
訂
真
言
密
教
事
相
概
説
―
四
度
部
―
』
同
朋
舎
（2002

）

p�.178

（
５
）T

79,�N
o.�2535,�214c2（
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法
は
、
急
な
ら
ず
緩
な
ら
ず
」
と
い
う
く
だ
り
は
、
現
行
の
念
誦
次

第
『
四
度
次
第
・
十
八
道
念
誦
次
第
』p.�101

、
注
記
3
に
も
「
輪

転
す
る
こ
と
緩
か
な
ら
ず
急
な
ら
ず
」
と
指
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

�

　

善
無
畏
訳
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』（T

18,�N
o.�893,�618c14-21

）

�

　
「
正
念
誦
の
時
、
若
し
謦
咳
・
惛
忱
・
欠
呿
し
て
、
真
言
の
字
を
忘

る
る
こ
と
あ
ら
ば
、
即
ち
起
っ
て
水
に
就
き
、
灑
浄
の
法
を
作
せ
。

縦
い
数
珠
を
搯
っ
て
、
一
を
欠
い
て
匝
ら
さ
ん
と
欲
す
る
に
、
斯
の

病
み
至
る
こ
と
あ
ら
ば
、
灑
浄
し
訖
已
っ
て
、
還
っ
て
首
め
よ
り
念

ぜ
よ
。
上
の
如
く
説
く
所
の
障
道
は
、
為
に
一
一
に
皆
始
め
よ
り
心

に
念
ず
べ
し
。
数
珠
を
搯
っ
て
将
に
畢
ら
ん
と
す
る
時
に
は
、
礼
を

申
べ
て
一
拝
し
、
終
り
て
復
た
、
始
め
よ
。
又
、
一
礼
を
画
像
の
前

に
申
べ
よ
。
或
い
は
塔
の
前
に
於
て
し
、
或
い
は
座
す
る
所
に
於
て
し
、

念
誦
の
処
に
随
っ
て
、
数
珠
一
匝
し
て
は
一
た
び
尊
顔
を
覩
て
、
一

礼
を
作
せ
。」

�

　

正
念
誦
の
と
き
は
、
ゆ
め
ゆ
め
咳
き
込
ん
だ
り
、
眠
く
な
っ
た
り

し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
定
を
起
っ
て
灑
浄
に
よ
っ
て

浄
め
て
、
最
初
か
ら
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
尊
瑜
伽
に

専
注
し
て
心
を
散
乱
さ
せ
た
り
、
遍
数
を
飛
ば
し
た
り
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
。

（
８
）
旋
陀
羅
尼
と
は
『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
具
に
は
旋
陀
羅
尼
字

門
と
云
う
、
陀
羅
尼
字
輪
に
於
け
る
一
々
の
梵
字
の
意
義
を
順
逆
自

在
に
旋
転
し
て
釈
す
る
を
云
う
。
密
教
の
意
は
一
字
に
無
量
の
義
趣

を
含
む
が
故
に
之
を
釈
す
る
に
も
旋
転
自
在
の
釈
を
用
う
。『
大
疏
』

（
６
）T

20,�N
o.�1031,�6a2（-b3

（
７
）　

観
文
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
正
念
誦
作
法
の
直
接
の
経
軌
と

し
て
『
蘇
悉
地
経
』
の
所
説
が
と
く
に
有
名
な
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

�

　

善
無
畏
訳
『
蘇
悉
地
羯
羅
供
養
法
』（T

18,�N
o.�894,�702c21-

703a5
）

�

　
「
正
念
誦
の
時
、
本
尊
形
を
観
じ
、
或
い
は
真
言
の
所
有
の
文
字
を

観
ず
。
或
る
時
、
彼
の
本
尊
の
心
上
に
真
言
の
文
字
あ
る
を
観
じ
、

或
い
は
寂
静
心
に
し
て
念
誦
を
作
せ
。
念
誦
の
法
は
、
急
な
ら
ず
緩

な
ら
ず
、
亦
た
声
高
く
な
ら
ず
亦
た
太
だ
小
な
ら
ず
、
中
間
に
し
て

余
の
人
の
語
と
共
に
す
べ
か
ら
ず
。
亦
た
諸
の
外
境
界
に
心
縁
な
ら
ず
。

真
言
の
文
字
、
訛
錯
を
得
ず
。
当
に
本
尊
を
観
じ
て
目
前
に
対
す
る

が
如
く
せ
よ
。
晨
暮
の
二
時
は
遍
数
、
須
ら
く
足
る
べ
し
。
午
時
は

半
乃
至
少
分
に
減
ず
。
真
言
中
に
於
い
て
其
れ
唵
字
、
及
び
帰
命
字

あ
る
は
、
応
に
寂
に
し
て
心
誦
す
べ
し
。
若
し
息
災
・
増
益
の
事
を

作
さ
ば
、
応
に
小
声
を
以
っ
て
念
誦
す
べ
し
。
真
言
に
其
れ

字
、

及
び
泮
吒
字
あ
る
は
、
応
に
嗔
猛
に
誦
す
べ
し
。
若
し
他
を
損
ず
る

こ
と
を
作
さ
ば
、
誦
念
の
時
、
余
の
人
に
聞
か
し
む
る
べ
し
。
凡
そ

真
言
の
字
数
に
多
少
あ
り
。
一
よ
り
四
に
至
る
は
、
応
に
数
の
一
倶

胝
遍
に
満
つ
る
を
誦
す
べ
し
。
五
字
よ
り
十
五
字
に
至
る
は
、
一
一

の
字
の
数
、
落
叉
遍
を
誦
せ
。
十
五
已
上
三
十
二
字
に
至
る
ま
で
、

三
落
叉
を
誦
せ
。
数
、
此
れ
を
過
ぎ
た
る
は
、
一
萬
遍
を
誦
せ
。
一

一
時
に
於
い
て
法
の
如
く
念
誦
せ
よ
。」

�

　

こ
の
『
蘇
悉
地
羯
羅
供
養
法
』
所
説
の
念
誦
作
法
に
は
、
声
の
出

し
方
や
返
数
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
示
が
説
か
れ
て
い
る
。「
念
誦
の
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フ
ー
ン
、
フ
ー
ン
、
フ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
、
パ
ッ
ト
、
パ
ッ
ト
、
ス
ヴ

ァ
ー
ハ
ー
。」

（
11
）T
19,�N

o.�1020,�709b20-29

（
12
）T

21,�N
o.�1289,�a24-b1

（
13
）T

21,�N
o.�1211,�48a14-b1（

（
14
）
梶
山
雄
一
『
梶
山
雄
一
著
作
集　

第
三
巻　

神
変
と
仏
陀
観
・
宇
宙
観
』

春
秋
社
（2012

）p.�237,�3-4

（
15
）T

9,�N
o.�277,�391b7-22

（
1（
）
望
月
信
享
「
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
成
立
考
」『
清
水
龍
山
先
生
教
育
五

十
年
古
稀
記
念
会
』（1940

）p.�597,�6-9

（
17
）［
六
十
華
厳
：T

9.�572b2-15

］［
八
十
華
厳
：T

10.�206a8-19

］

（
18
）atha�khalu�bho�jinaputrāh

4�sarvajñatābhijñāvatyo�nām
a�

raśm
ayas�tes

4ām

4�tathāgatānām
arhatām

4�sam
yaksam

4buddhā-
nām
�ūrn

4ākośebhyo�niścaranty�asam

4khyeyaparivārāh

4�/�tāh

4�
sarvāsu�daśasu�diks

4u�aśes

4atah

4�sarvalokadhātūn�avabhāsya�
daśākāram

4�lokam

4�pradaks

4in

4īkr

4tya�m
ahānti�tathāgatavikur-

vitāni�sam

4darśya�bahūni�bodhisattvakot

4iniyutaśatasahasrā-
n

4i�sam

4codya�sarvabuddhaks

4etraprasarān�s

4ad

4vikāram

4�
sam

4prakam
pya�sarvāpāyacyutigatyupapattīh

4�praśam
ya�

sarvam
ārabhavanāni�dhyām

īkr

4tya�sarvatathāgatābhisam

4b-
odhivibuddhabuddhāsanāny�upasam

4darśya�sarvabuddhapa
rs

4anm
and4

4alavyūhaprabhāvam

4�nidarśya�dharm
adhā-

tuparam
ān�ākāśadhātuparyavasānān�sarvalokadhātūna-

vabhāsya�punar�evāgatya�tam

4�sarvāvantam

4�bodhisattva-

七
に
旋
陀
羅
尼
の
釈
相
を
示
し
て
一
字
釈
多
・
多
字
釈
一
・
一
字
成

多
・
多
字
成
一
・
一
字
破
多
・
多
字
破
一
・
順
旋
転
・
逆
旋
転
の
八

種
旋
転
を
明
か
す
、
皆
な
弘
法
大
師
所
説
の
十
六
玄
門
の
中
に
摂
せ

ら
る
。」
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
陀
羅
尼
を
行
者
の
心
月
輪
上
で
旋

転
す
る
こ
と
と
い
う
意
味
で
用
い
た
い
。

（
９
）T

20,�N
o.�1092,�293a7-13.�『

不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
に
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
が
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
漢
訳
の
み

に
見
ら
れ
る
。

（
10
）
こ
の
普
遍
心
印
真
言
は
、
わ
が
国
で
は
、
天
台
系
六
観
音
（
聖
・
千

手
・
馬
頭
・
十
一
面
・
如
意
輪
・
不
空
羂
索
）
に
属
す
る
不
空
羂
索

観
音
の
真
言
と
さ
れ
て
い
る
。

�

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
密
教
聖
典
研
究
会
『
梵
漢
対
照
『
不
空

羂
索
神
変
真
言
経
』
呪
文
集
成
』
ノ
ン
ブ
ル
（2004

）�p.�84,�N
o.�199

�
M
s.�hr

4dayadhāran

4īm
udrā�（

心
真
言
陀
羅
尼
印,�cf.�N

o.�194

）�or�
am
oghapāśa-kalparājahr

4daya�（
不
空
羂
索
儀
軌
王
心
真
言
）

�
M
s.�（8b1-2,�D

.�128b4-5,�Ch.�291c5-13.�nam
as�traiyadhvi-

kānām

4�tathāgatānām
�/�om

4�am
oghapadm

apāśakrod-
hākars

4aya�praveśaya�m
ahāpaśupati�yam

avarun

4akuberabra-
hm
aves

4adharah

4�/�am
oghahr

4dayapadm
akulasam

ayāya�hūm
4�

hūm

4�hūm

4�phat

4�phat

4�phat

4�svāhā�//
�

「
三
世
の
諸
如
来
に
帰
命
し
奉
る
。
オ
ー
ン
、
不
空
蓮
華
羂
索
忿
怒
尊

よ
、
引
き
寄
せ
給
え
、
入
ら
せ
給
え
、［
汝
は
］
偉
大
な
パ
シ
ュ
パ
テ

ィ
・
ヤ
マ
・
ヴ
ァ
ル
ナ
・
ク
ベ
ー
ラ
・
梵
天
の
姿
を
も
つ
尊
な
り
。

不
空
な
る
心
髄
で
あ
る
蓮
華
部
の
三
昧
耶
［
あ
る
者
に
帰
命
し
奉
る
］、



正念誦の観法の基盤思想について

― 135 ―

（
20
）ད

ེ་ན
ས

་ད
ེའ

ི་ཚ
ེ་བ

ཅ
ོམ

་ལྡ
ན

་འ
ད

ས
་ཀྱ

ི་མ
ཛ

ོད
་སྤུ

་ན
ས

་ད
ེ་བ

ཞ
ིན

་ག
ཤ

ེག
ས

་པ
་འ

བྱུ
ང

་བ
་ཞ

ེས
་

བྱ
་བ

འ
ི་འ

ོད
་ཟ

ེར
་གྱ

ི་འ
ཁ

ོར
་བྱ

ེ་བ
་ཁྲ

ག
་ཁྲ

ིག
་བ

རྒྱ
་སྟ

ོང
་གྲ

ང
ས

་མ
ེད

་པ
་མ

ང
་པ

ོའ
ི་འ

ོད
་ཟ

ེར
་

ད
ང

་ལྡ
ན

་པ
་བྱུ

ང
་སྟ

ེ།� ད
ེས

་འ
ཇ

ིག
་རྟ

ེན
་གྱ

་ཁ
མ

ས
་འ

བྱ
མ

་ཀླ
ས

་པ
་ཐ

མ
ས

་ཅ
ད

་དུ
་མ

་ལུ
ས

་པ
ར

་

སྣ
ང

་བ
ར

་བྱ
ས

།� འ
ཇ

ིག
་རྟ

ེན
་ག

ཡ
ས

་ཕྱ
ོག

ས
་སུ

་ལ
ན

་བ
ཅུ

ར
་བ

སྐ
ོར

་ཏ
ེ།� ད

ེ་བ
ཞ

ིན
་ག

ཤ
ེག

ས
་

པ
འ

ི་རྣ
མ

་པ
ར

་འ
ཕྲུ

ལ
་པ

་བ
སྟ

ན
་ན

ས
། བྱ

ང
་ཆུ

བ
་ས

ེམ
ས

་ད
པ

འ
་བྱ

ེ་བ
་ཁྲ

ག
་ཁྲ

ིག
་བ

རྒྱ
་སྟ

ོང
་

མ
ང

་པ
ོ་བ

སྐུ
ལ

་བ
་བྱ

ས
་ཏ

ེ། འ
ཇ

ིག
་རྟ

ེན
་གྱ

ི་ཁ
མ

ས
་འ

བྱ
མ

་ཀླ
ས

་པ
་ཐ

མ
ས

་ཅ
ད

་ར
བ

་ཏུ
་བ

སྐྱ
ོད

་

ན
ས

། ང
ན

་ས
ོང

་ག
ི་རྒྱུ

ད
་ཐ

མ
ས

་ཅ
ད

་ཀྱ
་སྐྱ

ེ་བ
་ད

ང
། ཤ

ི་འ
ཕ

ོ་ར
བ

་ཏུ
་ཞ

ི་བ
ར

་བྱ
ས

་ཏ
ེ། བ

དུ
ད

་ཀྱ
ི་

ཁྱ
ིམ

་ཐ
མ

ས
་ཅ

ད
་ཟ

ིལ
་གྱ

ིས
་མ

ན
ན

་ན
ས

། ད
ེ་བ

ཞ
ིན

་ག
ཤ

ེག
ས

་པ
་ཐ

མ
ས

་ཅ
ད

་མ
ང

ོན
་པ

ར
་

འ
ཚ

ང
་རྒྱ

ས
་ས

ོ། རྣ
མ

་པ
ར

་ས
ང

ས
་རྒྱ

ས
་པ

འ
ི་ག

ད
ན

་བ
སྟ

ན
་པ

་བྱ
ས

་ཏ
ེ། ས

ང
ས

་རྒྱ
ས

་ཀྱ
ི་འ

ཁ
ོར

་

ཀྱ
ི་ད

ཀྱ
ིལ

་འ
ཁ

ོར
་རྣ

མ
་པ

ར
་བ

ཀ
ོད

་པ
། འ

བྱ
མ

་ཀླ
ས

་པ
་ར

བ
་ཏུ

་བ
སྟ

ན
་ན

ས
། འ

ཇ
ིག

་རྟ
ེན

་གྱ
ི་

ཁ
མ

ས
་ཆ

ོས
་ཀྱ

ི་ད
བྱ

ིང
ས

་ཀྱ
ིས

་ཀླ
ས

་པ
། ན

མ
་མ

ཁ
འ

ི་མ
ཐ

ས
་ག

ཏུ
ག

ས
་པ

ར
་འ

བྱ
མ

་ཀླ
ས

་པ
་

ཐ
མ

ས
་ཅ

ད
་མ

་ལུ
ས

་པ
ར

་རྒྱ
ས

་པ
ར

་ཁྱ
བ

་པ
ར

་བྱ
ས

་ན
ས

། ཕྱ
ིར

་འ
ོང

ས
་ཏ

ེ། བྱ
ང

་ཆུ
བ

་ས
ེམ

ས
་

ད
པ

འ
ི་འ

ཁ
ོར

་ཀྱ
ི་ད

ཀྱ
ིལ

་འ
ཁ

ོར
་ཐ

མ
ས

་ཅ
ད

་ལ
་ག

ཡ
ས

་ཕྱ
ོག

ས
་ན

ས
་བ

སྐ
ོར

་ན
ས

། བྱ
ང

་ཆུ
བ

་

ས
ེམ

ས
་ད

པ
འ

་ད
ེ་བ

ཞ
ིན

་ག
ཤ

ེག
ས

་པ
འི

་ར
ིག

ས
་སུ

་བྱུ
ང

་བ
འ

ི་ད
པ

ལ
་གྱ

ི་སྤྱ
་བ

ོར
་ནུ

བ
་པོ

།

�

（
北
京
版
「
西
蔵
大
蔵
経
」N

o.�761�“ ས
ང

ས
་རྒྱ

ས
་ཕ

ལ
་པ

ོ་ཆ
ེ་ཞ

ེས
་བྱ

་བ
་ཤ

ིན
་ཏུ

་

རྒྱ
ས

་པ
་ཆ

ན
་པ

ོའ
ི་མ

ད
ོ”�32.�5.�3-8

）

�

上
に
示
し
た
「
十
地
品
」
に
お
け
る
神
変
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
と
な
っ

て
い
る
。『
華
厳
経
』
は
い
く
つ
か
の
先
行
し
て
い
た
単
独
経
典
を
柱

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
集
成
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
単
独
先
行
経
典
の

成
立
順
序
は
未
だ
に
研
究
者
の
間
で
一
致
し
て
お
ら
ず
、
解
明
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。
別
の
成
立
で
あ
る
「
十
地
品
」
と
「
性
起
品
」
の

間
に
こ
の
よ
う
な
並
行
部
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
問
題
に
関
し

て
何
ら
か
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

pars

4atsam

4nipātam
�uparyuparipradaks

4in

4īkr

4tya�
m
ahāvyuhānnidarśya�tā�raśm

ayas�tasya�bodhisattvasyotta-
m
ān

4ge�‘stam

4�gacchanti�/�tatparivāraraśm
ayaś�ca�tathā�

sam
4nipatitānām

4�tes

4ām

4�bodhisattvānām

4�śirassvantard-
hīyante�sm

a�/�sam
anantarasam

4nipatitābhiś�ca�tābhī�
raśm

ibhis�te�bodhisattvā�apratilabdhapūrvān

4i�daśa�
sam
ādhiśatasahasrān

4i�pratilabhante�/�tāś�ca�raśm
ayas�

tulyakālam

4�tasya�bodhisattvasyottam
ān

4ge�nipatitā�
bhavanti�/�sa�ca�bodhisattvo�‘bhis

4ikta�ity�ucyate�sam
ya-

ksam

4buddhavis

4aye�/�daśabalaparipūryā�tu�sam
yaksa-

m

4buddha�iti�sam

4khyām

4�gacchati�/
	

（D
aśabhūm

īśvaro nām
a m

ahāyānasūtram
,	『

梵
文
大
方
広
仏

華
厳
経
十
地
品
』R.	K

ondō,	T
okyo	（1936
）183.	1-13

）

�

こ
の
あ
と
、
灌
頂
の
説
明
と
し
て
、
転
輪
聖
王
と
な
る
べ
く
し
て
生

を
受
け
た
王
子
が
、
大
荘
厳
の
中
、
黄
金
の
瓶
に
採
取
し
た
四
大
海

よ
り
齎
し
た
海
水
を
、
頂
上
に
灌
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
と
い

う
資
質
を
得
る
こ
と
が
比
喩
と
し
て
説
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
菩
薩
が

諸
仏
よ
り
受
け
る
灌
頂
を
「
大
智
灌
頂
（m

ahājñānābhis
4eka
）」

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。『
大
日
経
』
や
『
金
剛

頂
経
』
の
先
駆
経
典
と
見
ら
れ
て
い
て
、『
華
厳
経
』
の
影
響
を
受
け

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、『
金
剛
手
灌
頂
タ
ン
ト
ラ
（vajrapān

4yab-
his

4ekatantra

）』
に
「
大
智
灌
頂
陀
羅
尼
曼
荼
羅
」
が
説
か
れ
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
。

（
19
）［
六
十
華
厳
：T

9.�611b3-11

］［
八
十
華
厳
：T

10.�262a1（-24

］
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